
 

 

学年 氏名 出身地 研究テーマ 研究概要 習得した分析技術等 

M1 川西 亮太郎 広島 

海洋プラスチック対

策のための企業の情

報開示に関する研究 

 

国内年間約 410万トンの産業系プラスチックが廃棄物として排出されて

いるが、その一部は海洋に流出し、生態系への影響や人体への健康が懸念

される。本研究では、産業系プラスチック、特に建設業のプラスチック製

品に着目し、マテリアルフローを特定する。 

 

 

M1 鶴 洋亮 福岡 

太陽エネルギーの非

発電型高効率とその

資源循環廃棄物処理

への適用可能性に関

する研究 

地球温暖化の原因とされる化石燃料の利用に頼らない脱炭素社会の構

築。持続可能なエネルギーの活用が望まれている。太陽エネルギーを電気

に変換せずに直接熱源として利用することで、エネルギー利用効率の向上

が期待される。本研究では、資源循環・廃棄物処理分野における非発電型

の太陽エネルギー利用の可能性を検討する。 

 

 

M1 山川 夢人 東京 

光ファイバ技術を用

いた廃棄物埋立地の

モニタリングに関す

る研究 

廃棄物埋立地では長期間の多様なモニタリングが必要とされる。本研究

では埋立地内で適切に環境モニタリングする手段として光ファイバセン

サを提案する。光ファイバの性能や特徴を詳細に把握し廃棄物埋立地内ま

たはその周辺環境においてモニタリング時に有効に機能していくかを検

討する。 

 

 

M1 吉村 康平 和歌山 

トンネルナトムシー

トの施行検査への熱

画像リモートセンシ

ングの適用に関する

研究 

最終処分場遮水シートの接合検査のために開発された「熱画像リモート

センシング検査法」を、ナトム工法により建設されるトンネル用遮水シー

トの接合検査に適用する。この検査法は、サーモカメラから得られる接合

部の表面温度と、引張試験から得られる接合部の強度の関係から温度で接

合品質を管理する非破壊試験法である。 

 



 

 

M1 渡部 卓也 福岡 

事業系一般廃棄物

（古紙）のリサイク

ルを啓発するための

ナッジ効果に関する

研究 

ナッジ（行動変容）とは、命令をせず、選択を禁止することなく、経済

的なインセンティブを大きく変えることもなく、人々の行動を予測可能な

形で変える試みのことである。本研究では、ナッジによる事業系一般廃棄

物における古紙のリサイクル促進の効果を調査する。 

 

 

 


